


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　 ヤ　 ヤ　　ち　　ヤ　　ヤ　 ち　きなひはしけり。町は私事なり。彼市にて盗人をもとひ、叉
　犯人はyするもの、あまねく市にて人にみごりさせむためと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　のセヒの　こそ申すめれ。その小路の末をば、古くは市門といひける。』
　かうした風に、罪人の逮捕と刑罰とを市揚で行つたのは、そ
こに多藪の民衆が群集するからで、柿本人麿が若しや亡妻によ
く似た女が通りはしないかと、輕市に出て右往左往する入々の
顔に見入ったのと同一理法である。
　市場に於ける罪人の庭署は懲悪の原理に基づいたものである
が、反封に勧善の目的に市場の利用せられた例もある。それは
帥ち繹光勝（室也上人）が天慶元年（九三八年）四月、李安京に初
めて念佛を唱へ、市麟に於いて説敏を試み、熱心に往來の人々
丸一七三）績日本紀、：巻一四（聖武、天李十三年）。
（一七四）拾鐘抄註、雑下巻。
■ユ2 日本古代市場の研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ　ゆを勧化し、世間から『市上入』の仇名を與へられたことである。
後、鎌倉時代に、日蓮が小町辻に於いて辻説法を試みたのも、
つまり市場に於ける人の群集を利用したもので、これらは市揚
の職能以外の職能であるとも云へる。
　季安京の東市（初めには西市にもあつたといひ傳へられる）に
は、市姫明紳が祭られてあつた。古い京都地圖を見ると、七條
の北、北小路の南、堀川の西、猪隈の東にそれが記入せられて
ゐる。『金光寺縁起』に、
　『東市屋市姫大明紳三座。延暦十四年五月七日。贈相國冬嗣
　公。祭三宗像大紳子二東西市一。爲二守護紳刈因號二市姫＿。九
　月七日祭ゾ之。』
とあるから、市の守護紳としてそれの祭られたことは明らかで
ある。勘講者は前掲の引用に冬嗣とあるが、それは間違で、實
は縫綱であつたらしい。宗像大紳とはイチキシマビメ、タギリ
ピメ、タギツヒメの三女紳のことで、市の祭紳が女神であるこ
とは、市揚と婦人との交聯を示唆するものである。恐らく古く
から市には婦人が活動して、其家庭工業の生産を鷲いだであら
うから、市は自然女性のものと信ぜられるに至つたとも考へら
れ澱ことはない。李安時代にはヒサギメ（販婦）といふ語があり、
婦人が主として商晶の販責に從事したことはわかるが、笠の一
種に市女笠といふのがあり、それは市女が多く被つてゐたから
の名稽であらうと思はれるが、巫女の事をイチコといひ、イチ
（一七五）元享羅書、巻一四（檀興）。
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コは普通には蒙古語ItOganと同源だといふけれど、イッキコ
の約まつたもので、イツキメの約まつたイチメと同似してゐる
から、巫女などが初め祭日に鯨剰晶を販責したことが、市の展
開に關係がありはしなかつたと思はれる。
　宗像紳が市紳に祭られたのは、宗像が遠古以來海港であり、
朝鮮傘島との交通の衝に當つて居り、海外貿易が古くから行は
れた場所であるから、其祀紳たる三女紳が交易の紳として齋か
れたものか、或はイチキシマピメのイチに縁を求めて祭られた
ものカ）、　いづれとも判明しない。
　後世、商家では夷大黒を祭紳とするが、市場で夷を祭つたの
は可也古い時代からであると思はれる。それに關する傳説が、
『庭訓往來抄』上巻に次ぎの如く載つてゐる。
　『就中市場に夷をいはふ事子細あり。i聖徳太子と西の宮の御
　紳と御約束なり。末世の衆生、放逸邪見を宗とすべし。國々
　の者集り、雑言し、酒に醇なぱ、喧く刀傷出來べし。市狼し
　く可ソ成。いち又退轄せば、我願室かるべしとて、市の中に
　跡を垂て横難を彿ひ、商人を濟ひ給へと宣へぱ、三郎殿御領
　掌有て、卑しき商人に面を曝して手諺みに成給て衆生を助け
　御座す。』
　素より取るに足らぬ俗説ではあるが、後世に於ける民間信仰
の推移を窺ふことは出來る。市姫から夷への同轄は不明である
が、當面の問題でないからそれには鯛れ膿ことにして、こ、に
■ユ4： 日本古代市場の研究
は亭安京の市場に市姫が祭られてゐたことを述べれぱ足りる。
　前述の如く束西市が李安時代の早期及び中期に榮え、晩期に
至って全く衰頽に購したのは、一つは戦飢其他の祉會的攣動に
遭逢し、経濟的に恐慌を乗したことにも由るけれど、一つには
振費の登展したこともまた一・大原因でなけれぱならない。二、
には、振責のことは當面の問題でないから省くが、それが人の
群集してゐる揚所、たとへぱ宮廷近くまでも入り込んでゐて、
日常必須の物品を供給したことが、市場の存在を危殆ならしめ
た根本理由であることは明白である。載飢、天災、地憂の如き
は、市場の統制を一時破壊することがあつても、其存在を脅か
す動因とはならない。市揚の崩壊は、確かに、主として振責に
原因すると私は信する。
　　　　第十二節　李安時代の地方市場
　人口の増加に件うて聚落の登展が見られ、聚落の登展に俘う
て商業の興隆が來されるわけであるから、飛鳥寧樂時代に比べ
ると、李安時代に於いては一層商業が盛んなわけであり、從っ
て市場もまた自然に盛んになるべき筈であつた。それらの日の
地方市場について、長徳年代（九九五年一九九八年）に一條天皇
の中宮定子に仕へてゐた清少納言は、其『枕草子』に於いて次ぎ
の如くいつてゐるQ
　　　たつ　　　　　　つぽいち　『市は辰の市。椿市は大和に薮多ある中に、長谷にまうづる
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　人の、かならすそこにと穿まりければ、観音の御縁あるにや
　　　　　　　　　　　　　　　しカちゑ　　　　　　　あすか　　　　く　　セ　ラ　と、心ことなるなり。をふさの市。錺摩の市。飛鳥の市。』
　此中、辰の市、及び椿市については既に前筋に於いて述べた
が、それらは寧樂時代から引績き、季安時代に至るまでも榮え
てゐたと思はれる。をふさの市、錺摩の市、飛鳥の市はこれが
初見である。また『八雲御抄』の名所の部に、次ぎのやうな市
　　　くのセセラが載せてある。
『あべのいち（駿。萬。やきつべに、わがゆきしかば、あべの
　　市路に、あひし子らはも）
　たつの（大。辰日立つなり）
　つば（同。萬。つぱいちのやそのちまた）
　みわの（同）
　しかまの（播。千。俊成）
　さとの（清少納言）
　をふさの（同）
　あすかの（大）
　かるの（同）
　いはれの（同）
　にしの（萬）』
　但し「さとの市』の名は現行の『枕草子』の市の中に出てゐ
ない。辰市、椿市、三輪市、輕市、西市などにっいては既に述
べた。三輪の市は李安時代の末期に榮えてゐたらしい。飛、鴇の
（一七六）清少納言、枕：草子（市は㌔
（一七七）八雲御抄、巻五。
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市も磐余の市も共に古い市場で、其名が屡宝古書に現はれて來
る。私は今これらの中から比較的確かなもの五つを選び、また
如上の二書には見え諏が、他書に見えた山城の今里の市、近江
の小脇の市拝びに越後のしたの上村の市について略述しよう。
　（一）辰の市
　辰の市については、・私は既に寧樂時代の地方市場の節で述べ
て置いた通り、これは李城京の東市の残存である。そこには辰
市肚があり、由緒が甚だ古いらしいが、詳細な二とはわからな
い。ことによると、昔の市紳でなかつたかとも思はれる。『大和
名所圖會』には次ぎの如く記してある。
　『辰市肚（大安寺村の南にあり。春日記云、辰市杜二座、俗
　に鴻の宮といふ。春日明紳、鹿島より三笠山へうつり給ひし
　時、供奉せし時風秀行の露肚なりと云々。大和志二日、西九
　　　　　　　　　　　　　　　　　　くリセお　條、東九條、杏、八條の四村を辰市蕪といふ。）』
　辰市は季城の善都に近く、且つ著名な寺院大安寺の傍でもあ
り、それらの日の民衆の間に崇敬の的となつてゐた長谷の観音
に京都からゆく途上にも當つてゐた一ちよつと西方へ路筋か
ら入つてはゐたけれど一から、李安時代にも可也に繁昌して
ゐたと思はれる。都人、特に宮廷の女官、たとへぱ浩少納言の
やうな人にまで知られてゐたといふことは、それが如何に繁昌
してゐたかといふことを：私達に：知らしめる。
　（二〉椿市
（一一七八）大和名所圖會、巻二、二五丁。
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　椿市の位置については、既に前節で論考した通り、それは三
輪の南東、金屋村にあつて、そこから慈恩寺、脇本、黒崎、出
雲を経て、今日の名張街道よりも山洛ひを初瀬に向つたから、
そこは長谷観昔の滲詣者が必らす経由しなけれぱなら組場所で
あり、李安時代には初瀬の町が今日ほど登展してゐす、椿市以
東には物を費るやうな録な町がなかつたから、自然そこが盛ん
な市場としての位地を保つことが出來たと思はれる。醍醐天皇
の延長四年（九二六年）に起つた長谷の山崩について、
　『七月十九肩癸酉。大風。此日。大和國長谷寺山崩。至ジ子二
　　　　　　ぐのセだラ　椿市＿。人姻悉流。』
と『日本紀略』は記し、一條天皇の正暦元年（九九〇年）の長谷
寺参詣について、
　『正暦元年九月八日。墾二長谷寺一。午時至二椿市一。令ソ交二
　　　　　　　　　　　　　ゆ　易御明灯心器等一。而詣二御堂一。』
と『小右記』は記してゐる。前者は椿市が相當の聚落であったこ
とを讃し、後者は長谷観昔に詣でるものが、そこで、燈明、燈
心などを仕入れてゆく慣習のあつたことを謹してゐる。特に後
者は清少納言の『長谷に詣づる人の必すそこにとyまりけれぱ』
といったのに照鷹しておもしろい。
　（三）をふきの市
『をふさ』は一仁『おふさ』とも書かれる。『大和物語』にをふさの
うまやといふのが出てゐるが、それは三河國小総騨で、『枕草
（一七九）日本紐略、後篇、一（醍醐、延長四年）。
（一入O）小右記。
■■8 日本古代市場の研究
子』にをふさの市といつたのと同一場所であらうといふ説があ
　ぱ　ザラ　　　　　　　をぶさる。近江にも小房といふところがあり、これは後に蓮べる小脇
に極めて近い揚所であるから、事に由つたら同一揚所が二箇所
のやうに誤られたのかも知れない。『をふさ』は或は『をわき』の
誤爲ではないかと思はれ臓こともない。『大和物語』には
　『この在次君、ざい五中將のあづまにいきたりけるけにやあ
　らん。このこども＞人のくにがよひをなん時々しける。心あ
　るものにて、ひとの國のあはれに心ぼそき所々にては、歌よ
　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　ヤ　　ヤ　みてかきつけなどなんしける。をふさのむまやといふ所は、
　海邊になんありける。それによみてかきつけたりける。
　　綿つ海と人や見るらんあふことの涙をふさになきつめつれ
　　　　ニき　　ぱ』
とある。しかし、それが現在のどこであるかは不明である。
　（四）錺磨市
『枕の草子』にある錺：磨市が、今のどこに當るかははつきりと
分らないが、姫路市の東を南西流する河を市川といふから、其
川澹に市が立つたであらうことは十分に想像せられる。市の位
置については色々説があるが、著しいのは飾磨説と市殿説との
二つである。
　第一・は『播磨名所巡覧圖會』の唱へるところで、所説は甚だ
曖昧であるが、現在の飾磨町を昔の錺磨市に擬定してゐるらし
い。帥ち同書には、
（一八一）北村季吟、枕草子春曙抄。
（一入二）大和物語、上巻。
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　『飾磨津、飾磨市（古書には鹿間とも書くなの古への湊にて
　古歌によめり、凡昔は錺磨といへば飾磨一郡の事也。其内湊、
　般付などには事も多くて名の残る事多し。上の妻鹿の條に云
　　　　　　　め　が　　　あ　が　ごとく、古へに妻鹿、英鹿と所を分ちたるは有べからす、後
　世事用繁くなるに付ては、同所にて、上下など分ちいふ事は
　其例多し。今も通船多く出入し、交易農工商を備へ、漁舟も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐの　ヨ　　多く、魚市は一日に三度あり、問屋なぞに累世の家多し。』
とある。要領を得ないけれど、魚市、問屋などの黙から、飾磨
町を昔の市の獲存形と考へたものらしい。
　第二は『大日本地名麟書』の唱へるところで、現在の市殿村
大字市之郷を古代の錺磨市の遺繕とするものである。同書には、
　『市之郷とは蓋し錺磨市の遺稗にて、枕草子にしかまの市と
　ある、是也。
　　懲をのみ錺磨の市にナζつ民のたえ濾思ひに身をやかへてん
　　（千載）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　了俊の紀行には、飾磨の里といふ、亦た同じかるべし。』
といつてある。市之郷を古代市の逡稽とすることは差支へない
が、飾磨の里をそれと同一覗することには異議がある。それは
里が海邊に近い所であつたからである。今川貞世（了俊）の『遣
ゆきぷり』を見ると、
　『播磨路はすべていづくも心とまる所々ぞ侍る。いなみ野と
　いふは、遙かにをしはれて、四方にくまなく淺茅かれわたり
（一・入三）播磨名所巡覧圖會、巻四、一九To
（一入三）吉田東伍、大日本地名鄙書く中國）、入七九頁。
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　て、やうやう下繭え出づるもいと興あり。
　　勅なれば國治めにといなみ野のあさぢの道も迷はざらなん
　しみザ　清水、金が崎など打ち過ぐるに、それより南にあたりたる所
　をとひしかぱ、しかまの里といふ、かちゴは少し隔てたれど
　も、河波の海に出たるけしき、はるかに見わたされ、何とな
　　　ぐの　　ラ　く面白し』
とあつて、飾磨里が海邊にあつたことが知られ、從つてそれが
今日の飾磨町あたりであらうといふ推想が成り立っ。で、私は
市之郷と飾磨とは全然別であるとは思ふが、さりとて古代の市
場を其どちらに擬定するかといふことについては、まだ確乎た
る考へを有つてゐない。
　（五）飛島市
　飛鳥市は多分、今日の飛鳥村あたりであつたと思はれる。し
かし、それは磐余市など、同じく、どんな業態を有つてゐたか
yまだ分つてゐない。
　（六）今里市
　李安城の南西に當る今里、今の乙訓郡乙訓村附近に市が立つ
たことがあつた。それは初め永治二年（一一四二年）十一月に饗
庭川の北岸に立てられ、尋いで西辻に移されたものを、天養二
年（一一四五年）三月にまた今里に移されたもので、毎月三度づ
、開設されたといふから、きつと三日市とか五日市とかいふ風
の日の定め方をしたであらう。『醍醐雑事記』に次ぎの記載が
（一入四）今川貞世、道ゆきぷリ。
第十二節　李安時代の地方市場 ■2■
ある。
　『天養二年三月廿九日。甲戌。市自二西辻一。被ゾ移二今里一。此
　市。去永治二年十一㌧月九日。丁酉。始於二饗庭川北邊＿所ゾ
　被γ立也。毎月三介度。其後被ゾ渡二西辻＿。叉所ソ被ゾ渡二今
　里＿也。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐの　　ン　三年閏六月二十九日。市自二饗庭一。被ゾ渡二小地辻＿了。』
　此市には政府が關與してゐるらしいが、都城に近いところで
かうした市が立つたところから推せぱ、各地に多藪の市が立つ
て、日を定めて月の中に三度づ、開くといふ習俗が李安時代に
は一般であつたといふことが想像せられ、從つて後の三日市、
五日市、八日市などの類は、端を李安時代に登してゐると見る
ことが出來る◎
　（七）小脇市
　近江國蒲生郡に市邊村、小脇村といふところがあり、つい其
東方に八日市町といふ町がある。これが『源李盛衰記』に現は
れてゐる小脇の八日市の跡と思はれる。同書には
　『佐殿謀叛を起給と聞て、嬉事に思つ、、嬢母ぱかりに暇を乞、
　喩に田舎へ下りけり。（中略）草鞍置たる馬追て、男一人見え
　來る。高綱、和殿はいづくの人ぞ、何へ渡るぞと問へば、こ
　れは栗太の者にて候が、蒲生郡小脇の八日市へ行く者也と答
　　ゆ　たラ
　ふ。』
とあつて、栗太郡のものが遙々と蒲生郡の小脇まで費買の爲め
（一八五）醍醐雑事記、巻七。
（一入六）源雫盛蓑記、巻一九（佐々木取ノ馬下向事）。
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に出て來たことや、其市は小脇にあつて八の日に立つたから八
日市といつたことなどが窺はれる。今日では中山道から大分奥
に入つてゐるが、西方には蒲生郡鏡岩があり、北西には老蘇森
があつて、古代の街道はこ、を経由したやうにも思はれる重要
の地織である。
　（八）　し兜の上村の市
『撰集抄』に越後國したの上村といふところの市について、次
ぎのやうな記述がある。
　　　　　　　　　ヤ　ヤ　ヤ　ヤ　ヤ　『過にし比、越後國したの上村と云所に罷侍たりしに、彼里
　は海の邊にて、奥よりの津にて、貴賎集て如二朝の市一、只海
　のうろくつ、山の木のみ、絹布の類をうりかふのみに非す、
　入馬の族を費買せり。其中には幼、叉盛なるは不ゾ及ソ申に、
　頭は頻に霜雪をいたyき、腰には梓の弓をはりか、めて、今
　日明日とも不ゾ知者、しはしの程の命を資けんとて、そこは
　くの儒を構へ、人の心をたふらかして費買せる事を見侍りし
　　　　　　　　　　　　セ　　　に、すyろに泪こぼれて侍りき。』
　これに依ると、シタノ上村は海邊にあづて、魚類、山菓、絹
布の類は勿論、馬や人やも責買せられてゐたことが知られる。
明日をも知ら露老人を、年を傭はり病をかくして、いくらでも
高く責らうとしたことや、まだ年歯もゆか組幼年者が責買され
たことなどもわかる。奴隷の責買は寧樂時代にあり、『大寳令』
にも規定せられてゐることは前に述べたが、かうした地方市場
（一入七）撰集抄、第一（浮世二住人不ノ知二無常一傭ヲ構テ世渡事）。
第十三節　雫安時代の臨時市場 ■23
でさへ、しかも李安時代晩期にそれが公然と行はれてゐたのは、
文イ七史上眞に驚くべきことである。
　如上の記蓮を綜合して考へると、地方市場は可也に薮多く、
三、五、八といふやうに日を期して、毎月三同開市し、種々の
物品は勿論、牛馬や入間までも責買され、取引が比較的活濃で
あったやうに思はれる。季安時代に於いては、もはや地方文化
が相當に進み、民衆の生活が可也に向上しつ、あつたことの謹
篠として役立つほど、地方市場が榮えてゐたと私は考へる。
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　寧樂時代に政府が臨時市場を設けて、官私の交易を試みしめ
たことは既に述べたが、それには多分の遊山氣分｛享樂氣分が
含まれてゐた。然るに卒安時代に於いては、宮市といつて唐物
の鯨剰を宮女に責る市が立てられた。『績日本紀』に、
　『承和六年十月癸酉。是日建禮門前。張二立三握＿。置二雑唐
　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　ラ　物一。内藏寮官人及内侍等交易。名日二宮市＿。』
とあるが、それは軍純な遊山氣分のものとは思はれない。異國
情調にあこがれる宮女の欲求を満足せしめる爲めもあつたらう
が、一つには内藏寮の鯨剰舶載品を興販して利を獲ようとする
経潴的行動でもあつたと見られる。
　此外、李安時代には今一つの面白い現象があつた。それは虹
が立つたら市を開くといふ迷信のあつたことで、長元三年（一・
（一八入）績日本紀、巻八（仁明）。
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〇三〇年）には關白藤原頼道の家と東宮大夫藤原頼宗の家との
間に虹が立つたといふので、責買の行はれたことが『日本紀略』
に次ぎの如く記述され，てゐる。
　『長元三年七月六日丁已。今日關白蛇春宮大夫家。虹立。依二
　も　　　　　　　　　　　　　　　　えラ
　世俗之読一。有二費買事一。』
　其後、寛治三年（一〇八九年）に白河上皇の六條中院の前池に
虹の立つた時には、開市の可否を廷臣に諮問せられ、先例がな
いといふ理由でそれを止められた。然るに同六年（一〇九二年）
に虹の立つた時には、高陽院に市が立てられた。『百練抄』は其
時のことを次ぎの如く記してゐる。
　『寛治三年五月升日。上皇六條中院前池虹立。可ソ立ゾ市之
　由錐ゾ有ゾ議。公所依ゾ無二先例＿。被ゾ止ソ之。上皇渡二御
　他所一。
　六年六月廿五日。高陽院立ゾ市。依二虹蜆立＿也。先令、諸
　　　だゆ　道勘申一。』
　かうした風に、何かの謂はれで時々市の開かれるやうなこと
が他にもありはしなかつたか。臨時の開市は沈滞した人心を作
興して、陰欝の氣分を明快にする敷力を有つてゐる。迷信と正
信とに拘はらす、入間の力が堪へ切れないほどのタプを設定し、
それを侵犯しまいものと、手も足も出さすに戦々競々たる不安
の生活を邊つてゐた李安市民には市のやうなものがどれほど喜
ぱれてゐたかといふことを、私達はこれらの記録から窺知する
（一八九）日本恕略、後篇、一四（後一條）。
（一九〇）百練抄、巻五（堀河）。
第十四節結 日 ユ25
ことも出來る。市と虹との交渉はさうした時代生活の輪郭を唆
示する一つの現象たるに過ぎない。
　　　　　　第十四節結　　言
　以上十三節を累ねて論述したところを、私は此節に於いて牧
束して見ることにする。
　第一節に於いては研究の主題たる古代市場の意義を示し、古
代とは原史時代晩期から寧樂季安時代に及ぶ範園であり、市場
とは財貨を流通する媒介的行爲の作用する場所であることを述
?、 且つ其研究方法に言及して、本來は文化人類學的方法を探
るべきであるが、便宜上主として文獣學的側面に制限し、若干
の人文地理學的考察を加味することを述べた。
　第二笛に於いては市と町との語原を探究して、市場の套生が
呪的宗教的動力に因ることを論理的に推測し、イチ、マチ、二
つの同義語の憂化過程を略蓮した後、市場套生に關する先人の
研究を紹介して、若干の批判をそれらに加へた。
　第三節では市の祭祀起原を論じ、紳話上の會議、盟誓、並び
に裁判が開かれた場斯を槍討して市の本質に言及し、市の語原
及び雨請と市との關係を示す歴史的事實によつて市の起原が祭
祀であることを墨言登した。
　第四節では歴史時代早期の市場についての文獣を捜索して、
其職能、業態、交換の洛革を窺知することに努めた。
126 日本古代市場の砥究
　第五邸では飛鳥寧樂時代の市場法を槍討して、大寳令中の關
市其他市場に關係あるものを解繹し、それらが唐令の模倣に過
ぎないことを主張し、粂ねて藤原、寧樂、恭仁、三京の東西市
の澹革を略叙し、市場の職能が軍に財貨流通に止まらす、物債
の人爲的季準及び罪囚の曝しに由る肚會秩序の維持をも含んで
ゐたことを附論した。
　第六章に於いては先づ李城京の東西市の位置を考究して、東
西市を左右京八坊二條の五、六、七、十、十一、十二の六坪と
擬定した。次ぎには東西市の景観を略叙し、最後に取引の状況
を考察して、索餅、野菜、文房具、建築用材などの交換の状態
を古文書によつて復元したのみならす、市場が罪入捜査の一機
能であつたことを論養登した。
　第七節は寧樂時代の地方市場の研究で、海石榴市、輕市、阿
斗桑市、餌香市、小川市、阿倍市、深津市を歴史地理學的側面
から考察した。
　第八節は『風土記』を資料として、風土記時代の市場に於け
る原始的要素の淺存を研究して、市場の起原が性的紳霊の祭祀
に關係あるべきことを示唆した。
　第九笛は寧樂時代の臨時市場を研究して、それを呪的宗敏的
要素を失つて、次第に猫立した経濟的行動となりかけた過渡時
代の一現象であると論断した。
　第十節は季安時代の市場法の研究で、主として『延喜式』の東
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西市司の規定を解澤し、それがやはり唐令を参照して編制せら
れたものであること、條文が關市令に比べて煩項に陥つてはゐ
るが、市人、顧客、双方の利盆を保護して、財貨循環を圓満な
らしめる精紳が一層濃厚に現はれてゐることを示唆した。
　第十一箇は季安京の東西市について論じ、初めに其位置を研
究して、東市を七條一坊、十三、十四町、七條二坊、二、三、
四、五、六、七、十一、十二町、八條二坊、一、八町の十二町
であると論噺した。次ぎに東西市の景観を略叙し、其溜革を概
槻した後、業態及び職能について實例を墨げて論述した。
　第十二節は李安時代の地方市場の研究で、辰の市、椿市、を
ふさの市、錺磨市、飛鳥市、今里市、小脇市、したの上村の市
の地理的、肚會的位地を明らかにすることに努めた。
　第十三節は季安時代の臨時市揚を考究して、唐物の絵剰を宮
女に費つた宮市や、虹の立つた時に開かれた市のことを記述し
た。
　第十四節は帥ち本節で、如上の牧束を試みた後、それらを基
礎として更に古代市場の登生、展開の歴史的過程を極めて簡輩
に衣ぎの如く要約して見たい。
　（1）狩猟或は耕作の結果を先づ神露に供へ、次ぎに衆團長が
食ひ、最後に衆團員に分配するところの狩猿祭、或は牧穫祭一
たとへぱオ1ストラリヤのインチチウマの如き一から市場は
登生した。それ故に私は市場の呪的宗致的起原読を提唱する。
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　（2）療始市場は財貨の循環を圓滑ならしめる職能を有つた揚
所であるのみならす、祭祀、政治、裁判、享樂、舞踊、性交の
ランデゾーでもあつた。
　（3〉原史時代に物資流通の爲め特定地域に市場が設けられ、
部族長の統監下に諸聚落聞の飴剰品の交換が行はれた。交換の
場所には、聚落間の中央に位置する廣潤の李原、河岸、湖畔、
山麓、部族の共同紳を祭つた聖地などが選ぱれ、時期には共同
紳の祭日などが定められた。それ故に、それらの日を物々交換
市場時代といつてよい。
　（4）歴史時代早期に國家組織が見られた後、市場は中央と地
方とに二分し、中央市場はスメラミコト、地方市場はクニノミ
ヤヅコの統督の下に開かれた。’法制史上からいへぱ、以上は慣
習市揚法時代と名づけられる。
　（5）藤原宮時代に支那制度を模倣した市場法（大寳令の關市
令）を制定し、首都に東西市を開いて財貨循環の機能を敷果せ
しめた。市場の管理、監督の爲めには市司を置き、市正らの官
吏を任命した。寧樂時代に都城が藤原から季城に移るにつれて、
東西市もまた移蓬せられ、前代の法制に擦る物資流通作用が螢
爲せられた。此時代に貨幣の通用が漸行し、從つて交換の媒介
として貨幣も若干用ひられたが、多くは賃幣的商晶たる穀布が
流通要具として主用せられた。それ故にこれを貨幣的商品市場
時代といふことが出來る。地方市場は國衙の所在地は勿論、人
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口の稠密な聚落に立てられ、其藪は戸口の増加に正比例した。
　（6）李安京に首都の遷された後、東西市もまた移され、市司
の董督下に牛官孚民的螢業が行爲せられた。市場法は、基礎法
としては依然『大寳令』が適用せられたが、其運用を敷果せし
める爲め、歎次の衡李法（格式）登布があつた後、天長年代に『延
喜式』の束西市司式が出現した。此時代の責買にはもはや主と
して賃幣が用ひられたが、街ほ實物も通用したが故に、これを
物幣混用市揚時代といふことが出來る。地方市揚は前代と同じ
く、政治、産業、航海、宗致の中心地に開かれてゐた。法制史
上から見れぱ、藤原宮時代以後は、成文市場法時代とでもいへ
よう。
　（7）寧樂、李安、爾時代を蓮じて、市揚は財貨流通を本來目
的となし、別に捜査、決罰、布敏、漁色等を容易ならしむる職
能を登揮したが、漸次、其副作用を塵棄して、純粋の経濟的螢
爲に展開し、衣ぎに來らんとする武士時代の貨幣市場への同轄
黙となつた。
